
加古川市における
ICTの取り組みについて
加古川市企画部情報政策課副課長
（兼）ICTまちづくり担当副課長
（兼）新型コロナ感染症生活支援課事務担当副課長 多田 功



◼ 兵庫県下最大の一級河川「加古川」が市の中央部を流れる
自然と歴史にあふれる東播磨地区の都市

加古川市について

鶴林寺かつめし

人 口：261,610人
世 帯：107,483世帯
総面積：138.48平方キロメートル

棋士のまち



加古川市における
スマートシティの取り組みについて



◼ 見守りカメラ

⚫ 平成29年度、平成30年度に小学校の通学路や
学校周辺を中心に見守りカメラを約1,500台設置

◼ 見守りサービス（官民協働事業）

⚫ 見守りカメラに同梱された見守りＢＬＥタグ検知器が
複数社のBLEタグを検知し、位置情報履歴をアプリやメールで確認

⚫ 公共施設、公用車、郵便車両にも検知器を設置

安全・安心のまちづくりに向けた取り組み

見守りカメライメージ

見守りカメラ設置場所（赤点箇所）



◼ 平成30年1月19日、加古川警察署と協定を締結

⚫ 見守りカメラの設置及び運用、画像データの適正な管理運用について
加古川警察署と協定を締結

⚫ 犯罪捜査のため必要と認めるとき又は市民等の生命、
身体若しくは財産の保護のため、緊急かつやむを得ないと認めるときは、
速やかに画像データを提供

◼ 見守りカメラの設置及び運用に関する条例第9条に基づく提供状況
外部提供状況：平成29年度 9件

平成30年度 662件

令和元年度 876件

令和２年度 441件（9月末時点）

条例第7条第1項第3号による提供
・捜査機関から犯罪捜査を目的とした要請

を受けたとき
（刑事訴訟法第197条第2項による照会）

（少年法第6条の4第3項による照会）

見守りカメラの設置及び運用に係る協定
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加古川市

兵庫県全体

900台 1475台

平成29年10月
初年度900台の設置開始

平成30年3月末
初年度900台の設置完了
平成30年4月
2年度目575台の設置開始

平成31年3月末
2年度目575台の設置完了

刑法犯罪認知件数の推移（H29.1～R2.8）



◼ 加古川市行政情報の入口となる携帯端末アプリ（Android、iOS）

見守りBLEタグ検知機能

• アプリの見守り機能をオンにすることで
誰もが見守りボランティアとして活動可能

• 見守りボランティア増による見守りサービスの
機能向上

プッシュ通知機能

• ログインユーザに重要なお知らせを通知
• 登録属性（年齢／性別／住所／職業）や

位置情報を活用したプッシュが可能
• 緊急の捜索時に、特定エリアへ通知を行い

見守り機能をオンにしてもらうことを想定

行政アプリ 「かこがわアプリ」 の共同利用を目的として、アプリをオープン化

• 市民向け情報提供機能や見守りサービスのBLEタグ検知機能を実装

かこがわアプリ（コミュニティアプリ）

お知らせ入力画面

位置情報を活用したプッシュ通知

アプリイメージ



◼ BLEタグを活用した見守りサービス

見守りサービス（官民協働事業）

固定式検知器

移動式検知器

見守りBLEタグ

もうすぐ
帰ってくるわ

見守りカメラ (1,475台) 

かこがわアプリ( 3,700ユーザー)
(自治体向けスマートフォンアプリ)

公用車 (265台) 郵便車両 (176台)

V2Xユニット





◼ 認知症の早期発見に向けた取り組み

⚫ 健常な状態と認知症の中間には 軽度認知障害と呼ばれる状態が存在
「MCIの段階での早期発見と対応」が症状の進行予防につながると言われている

⚫ 「見守りサービス」を活用し、MCIの早期発見・
健康寿命の延伸につながるサービス等を開発
するための実証実験を実施

認知症の早期発見に向けた実証実験

出典：日本神経学会「認知症疾患診療ガイドライン2017」等を参考に作成

健常 軽度認知障害（MCI） 認知症

軽度認知障害 ＝ 認知症予備軍
• 認知症の前段階の可能性がある
• 少しの手助けがあれば日常生活は自

分でできるため、周囲に異変を気づか
れにくい

年間5 ～15%の方が
認知症に移行するといわれる

早期発見と対応により
認知症の進行や発症を
遅らせる可能性がある

（年間16～41％が回復）

覚書締結式

非接触センサー 睡眠センサー

みまもりタグ
biblle

電力センサー



◼ 令和元年10月9日 G20 サミットにて合意された
Global Smart Cities Alliance が開催
⚫ G20 サミット議長国と連携し、スマートシティの社会実装に向けた

普遍的な規範・指針をグローバルに確立するための新たな取り組みを開始

⚫ 日本が議長国を務めたG20において、スマートシティに関する技術やグローバルな
テクノロジー・ガバナンスのあり方が初めて主要議題として取り上げられる

⚫ バルセロナ市、シンシナティ市とのパネルディスカッションに岡田市長が参加

G20 Global Smart Cities Alliance



特別定額給付金
加古川市版オンライン申請について



特別定額給付金のフロー

申請書
様式調整

申請

申請書
郵送

申請書
開封

申請データ
ダウンロード

Zipファイル
解凍

申請書類
内容確認

申請書
様式変換

印刷

申請書
印字

封入封緘
抜取作業

申請書
記入返送

・本人確認書類
・通帳の写しコピー

・世帯異動者
・要配慮者

データ入力 支払手続

マイナポータルによる申請

郵送による申請

：市民側作業 ：自治体側作業 ：自治体側作業（人海戦術）



管理システムによる処理の省力化
（Microsoft Access）

特別定額給付金のフロー（加古川市での処理）

申請
申請データ
ダウンロード

Zipファイル
解凍

データ取込
申請書

様式変換
印刷

申請書類
内容確認

支払手続

：市民側作業 ：自治体側作業 ：自治体側作業（人海戦術）

マイナポータルによる申請

・CSVファイルの一括取込

・申請者世帯主情報から申請者番号を取得

・給付対象者と住基情報との突合

・給付対象者の人数、住基情報の世帯人数の格納

・住基情報と一致した給付対象者人数カウント

・金融機関コード取得

・申請回数のカウント（複数申請者の突合）

・エラーチェック処理

・不備があった申請は、画面を確認しながらデータを修正

・添付ファイルは、管理システム上からZIPファイルを開き目視確認



◼ 市ホームページに開設した入力フォームに、
申請書に印字された「照会番号」や 口座情報等を入力し
本人確認書類と口座確認書類の画像データを添付することにより
特別定額給付金のオンライン申請を行う

加古川市版 オンライン申請

特別定額給付金申請書（紙） 加古川市版オンライン申請画面

デモ用URL

オンライン申請フォームはFormBridgeを使用



収集する申請内容について

電話番号

・記入不備があった際に電話連絡をするために必要

口座情報

・今回の給付金では世帯主の口座に振り込むことと

なっているため、印刷された世帯主名の口座を記入

辞退欄

・辞退者がないものとして処理する

・入力の最初に辞退がない旨のチェックを行う

・フォーム上には入力項目は設けない



本人同意画面

・全てチェックすることにより申請画面へ遷移

入力画面

・照会番号、申請者氏名、電話番号、口座情

報のみを入力

画面イメージ



本人確認書類送付画面

・本人確認書類、口座情報書類を添付

入力完了画面

画面イメージ



収集後の市側の確認画面（見本）

◼ 一画面で申請内容を確認可能



オープンデータの公開

特別定額給付金にかかる加古川市版オンライン申請システムは
加古川市オープンデータカタログサイト（https://opendata-api-kakogawa.jp/odp/）にて公開中



管理システム内処理

特別定額給付金のフロー

申請

申請書
郵送

申請書
開封

申請書
印字

封入封緘
抜取作業

申請書
記入返送

マイナポータルによる申請

郵送による申請

データ
取込

申請書
郵送

申請書
印字

封入封緘
抜取作業

申請

郵送ハイブリッド方式による申請

内容確認 支払手続
データ入力

内容確認

申請書類
内容確認

：市民側作業 ：自治体側作業 ：自治体側作業（人海戦術）

・バーコード読み取り
・口座入力



オンライン申請

3,928 件

郵送申請

97,847 件

独自方式

14,040 件

給付世帯数の状況

申請状況について（9月6日時点）

◼ 対象世帯数 116,251世帯

◼ 申請世帯数 115,843世帯（99.6％）

◼ 給付世帯数 115,667世帯（99.5％）



改良版の活用

照会番号

口座情報

◼ 現場職員による発案により郵送分も簡単に

⚫ 審査済書類をバーコードリーダーを活用し入力

⚫ 振込先のみ職員が入力

バーコード



◼ 処理状況は加古川市特別定額給付金問い合わせサービスにおいて確認

処理完了後の流れ

・受給に関する問い合わせをWeb上で回答

・市民側は郵送用申請書に記載されている 「照会番
号」やオンライン申請時の「受付番号」を入力することで、
「審査中」、「保留中」、「振込手続済」といった進捗状況
や、振込予定日が確認できる

・申請者自身から申請状況の確認が可能になるためコー
ルセンターへの問い合わせ負荷が軽減

・ファイルをアップロードし、受付状況・支給状況を更新
（管理システムから自動でステータスファイルを出力）

・SAPジャパン様のご協力による短期間開発
（5/15 23:51にアプローチ、5/20サービスイン）
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問い合わせサービス

RPA

基幹システム

振込データ

照会番号
口座情報

管理システム

振込ステータス

郵送申請・ハイブリッド申請

マイナポータル申請
市民



新生児特別定額給付金

◼ 国の特別定額給付金の対象とならない、令
和2年4月28日以降に生まれたお子さんに
対して、市独自に給付金を支給

◼ 特別定額給付金で開発した仕組みを改造

◼ 原則オンラインのみの申請
（申出により郵送申請も可）

◼ 問い合わせサービスも最終的には
Kintone – FormBridgeで作成



◼ ローコード・ノーコードソリューション

⚫ ほぼコーディングなし内製化（職員による作成）が可能

⚫ 低コスト、予算編成に縛られることなく作成可能

◼ kintone

⚫ アプリ作成が容易

⚫ プラグインが多く用意されており、機能拡張が容易

⚫ コーディングすることで、さらに高度化が可能

⚫ 編集ログが残せる

⚫ API（Application Programming Interface）が使える

◼ セキュリティ

⚫ データの不正アクセス対策、不正ログイン対策、脆弱性対策を適切に実施

⚫ 総務省が発行する「クラウドサービスの安全・信頼性に係る情報開示指針」
経済産業省が発行する「クラウドサービス利用のための情報セキュリティマ
ネジメントガイドライン2013年版」に基づいて適正に監査

kintoneの可能性について





自治体のDXについて
～自治体側の目線から～



https://www.patakuso.com/



https://unsplash.com/



https://unsplash.com/



https://pixabay.com/



https://unsplash.com/



https://burst.shopify.com/



https://pixabay.com/



https://unsplash.com/



https://unsplash.com/





市民

公務員は誰のために仕事をするか？

ただし、「自分のため」を大前提にする

自分の生活は、「楽しくない」より、「楽しい方」がいい
「不幸」より、「幸せ」の方がいい

１日の３分の１を占める「仕事」を楽しくする方が、より自分の生活は「幸せ」になる
仕事の意識は「低い」よりも「高い」ほうが良い

「自分のため」が「市民のため」につながる



市民参加型合意形成
プラットフォーム
（加古川市版Decidim）



◼ 加古川市公開事業評価（2014～2017）

⚫ 「市民サービスとしての必要性」、「実施主体のあり方」及び「実施手法の妥当性」などの
観点

⚫ 市職員と専門的な知識を有する外部審議委員との公開の場での議論

⚫ 20歳以上の市民から無作為抽出した1,000人のうち、希望された方から市民評価員
を選任

◼ 議会事務事業評価（2015～）

⚫ 市政執行に対する評価・監視機能として、決算審査を実施

• 一般会計及び特別会計（地方自治法第233条第2項）

• 地方公営企業会計（地方公営企業法第30条第2項）

⚫ 評価・監視機能を強化するため、決算審査の一環として実施

⚫ 次年度の予算への提言を行い、予算と決算の審査に連動性

• ９月定例会中の常任委員会において実施

市民とのエンゲージメントについて

加古川市公開事業評価の様子



◼ 加古川市のスマートシティ

⚫ 市民中心、市民のQOLを上げることを目的

⚫ ICTの導入や都市OSを入れることではない

⚫ 課題解決を行うために、市民の同意を得ながら見守りカメラを設置した

◼ さらなる市民サービスの向上

⚫ 市民とのエンゲージメントの強化を行う

⚫ 幸福度をベースとした指標の導入

⚫ 参加型予算編成、住民参加による計画づくり

◼ 岡田市長は「オープン＆チャレンジ」を掲げ市政運営

◼ CFJ関さんがFacebookに「DIYな都市」のコンセプトを投稿

⚫ すぐに市側からアプローチ

⚫ スマートシティ構想にDecidimの手法を取り入れる

CFJとの協働について



◼ 2020年10月15日 Code for Japan と協定を締結

1. 住民対話・参画を促す「DIY都市」の考えに基づいた
スマートシティ推進のための活動に関すること

2. 人材の育成に関すること

3. データを活用した地域の課題解決に関すること

10月30日「加古川市版Decidim」稼働！！

スマートシティの推進に関する協定の締結



◼ Decidimの概要

⚫ バルセロナやヘルシンキなどで使われている、参加型民主主義プロジェクト
のためのツール

⚫ オンラインで多様な市民の意見を集め、議論を集約し、政策に結びつけてい
くための機能を提供

⚫ バルセロナのような都市レベル、地域政府レベル、Fundactionのような非
営利団体、Decidimコミュニティといったコミュニティ活動でも利用

⚫ 30を超える自治体で利用

◼ Decidimの特徴

⚫ パブリックコメントのようなものとは違い、意見を言った人に対するフィー
ドバックを行える

⚫ 計画策定の間のプロセスが設計されており、徐々に議論を収束させていくこ
とができる

⚫ デジタルな参加と、物理的な会議のプロセスを融合させ、デジタル・デバイ
ドの問題を解消

⚫ 議論やデータが可視化されるため、納得解が得やすい

Decidimとは



◼ Decidimの実績

⚫ バルセロナ市の自治体行動計画（PAM）の提案書を提出するプロセスには、
12万人（バルセロナの人口の7.5％）が参加

⚫ 提出された10,860件の提案のうち、1,467件が公式のPAMに盛り込まれた

⚫ プラットフォームの立ち上げ以来、作成された13,957件のうち、9,828件
の提案が受理

◼ Decidimの議論構成

⚫ オンラインとオフラインを融合させることにより議論を活性化

Decidimの実績

オンライン オフライン

より多様な人が意見できる
様々な意見を俯瞰しながら整理できる
気軽に参加できる

デジタルが苦手な人も参加できる
より突っ込んだ議論ができる
積極的に意見を言わない人にもリーチできる



◼ SHIBUYA スマートシチズンシップ
- バルセロナ発の市民共創プラットフォームDecidimを渋谷に-

◼ Barcelona、MIT、渋谷の３箇所をオンラインで繋ぎ勉強会を開催

SOCIAL INNOVATION WEEK SHIBUYA 2020



加古川市版Decidim



◼ スマートシティ構想策定に利用（試行運用）

⚫ ３ジャンル、１７項目について意見聴取

⚫ ３月のスマートシティ構想公表に向けて、３つのフェーズを活用

• アイデア収集フェーズ（スマートシティ構想の各目標における概要に対して、意見・アイデアを収集）

• 意見収集フェーズ（アイデア収集フェーズにおいて出てきた意見を参考に作成したスマートシティ構想案について意見を収集）

• パブリックコメント（１月〜２月）

加古川市版Decidim



◼ 参加者を募るために匿名とした

⚫ パスポートや免許証などの身分証明書による担保は行っていない

⚫ 実名はユーザー登録時に取得

⚫ その他、メールアドレス、住所、生年、性別、職業について統計処理のため取得

⚫ 日本人に合うのかどうか

◼ 日本語化に向けて

⚫ 日本語化の苦労

• CFJのSlackにおいて#proj-decidimが立ち上がる

• Decidim独自の表現が日本語に当てはまらないケース

• 参加型プロセス、参加スペース、スコープ、エリア

⚫ すべての機能を使っているわけではない

⚫ 今後の改善のために提案機能も実装させたい

加古川市版Decidimの特徴



① 市役所各部からメンバーを募り、ワーキンググループを設置

役割：各部内のとりまとめ、構想案に対する意見

② 全所属に対してアンケートを実施
・市民サービスに関する課題 ・業務のあり方、働き方の課題

・よりよくするためのアイデア

③ 市民意識調査もふまえ骨子案を作成

スマートシティ構想策定の経緯

【市民】 市民のQOLや利便性を
向上するサービス

① いつでもどこでもできるストレスフリーな
行政手続の実現

② 誰にでもやさしい窓口環境の実現
③ 欲しい情報がすぐ手に入る効果的な

情報発信
④ 安心して子育てをできるまちづくり
⑤ 高齢者にやさしいまちづくり
⑥ GIGAスクールの推進
⑦ 行政情報の見える化

【まち】 ICTを活用した都市機能
の強化や都市課題の解決

① 快適に移動できるまち
② 安全・安心のまちづくり
③ 災害に強いまちづくり
④ にぎわいのあるまちづくり
⑤ インフラの整備及びメンテナンス

【行政】 デジタル行政の推進
① 情報のデータ化によるスムーズな窓口対応
② 最新技術による徹底した業務効率化
③ どんな時も業務継続を可能とする体制づくり
④ 多様なデータの利活用による新たな行政サービスの実現
⑤ スマートシティアーキテクトの育成



【市民】 ⑤高齢者にやさしいまちづくり



■基本方針

■現状・課題

1－①いつでもどこでもできるストレスフリーな行政手続の実現

さらなる市民サービスと業務の効率化に向け、マイナンバーカードの公的個人認証サービスによる個

人認証及び電子署名の活用をはじめとする各種申請・届出のオンライン化や、行政サービス（使用料、

手数料等）や税のキャッシュレス決済の導入を進め、時間や場所を選ばない行政手続きの実現を図

ります。

コンビニエンスストアでのマイナンバーカードを使用した住民票や所得証明書等の証明書の交付、市

税等の収納など、市役所の開庁時間外でも手続きができる環境の構築を進めてきました。

また、加古川市民センターや東加古川市民総合サービスプラザでは、本庁の業務終了後や休日も

業務を行い、市民の利便性向上に貢献しています。

しかしながら、転入出の届けをはじめとする各種申請・届出や公共施設の申請手続き等の多くは直

接窓口に行く必要があり、事務手数料や施設利用料等公共料金も多くが現金払いとなっています。



登録状況



◼ 加古川東高理数科の生徒40名とのワークショップ

⚫ 国指定のスーパーサイエンスハイスクール及び
兵庫県指定STEAM教育実践モデル校

◼ 加古川市スマートシティ構想のうち、

１．にぎわいのあるまちづくり

２．快適に移動できるまち

３．高齢者にやさしいまちづくり

について議論（9班）

◼ KJ法の活用による議論

⚫ ワールドカフェ方式で発表

2020.11.18 加古川東高ワークショップ



◼ 加古川の未来に想いをつなごう！みんなでつくる スマートシティ！

⚫ スマートシティ構想案についてフューチャーコンセプト方式でワークショップ

⚫ 参加者 27名、7班に分かれて議論し発表

2020.11.21 Decidimワークショップ



2020.11.21 ワークショップの感想

• いろいろな立場の人で話し合いができて良かった!

• こんな加古川になったらいいなあと思ったから。

• 直接市民の方々から課題意識を聞くことができてよか

った。



2020.11.21 ワークショップの感想



CFJ Summit 2020



◼ 情報通信技術（ICT）を活用したまちづくりの推進について
http://www.city.kakogawa.lg.jp/soshikikarasagasu/kikakubu/

jouhouseisakuka/ict/1535023961752.html

◼ YouTube 加古川市公式チャンネル
https://www.youtube.com/channel/UCn1LybAOqbwFD6D2kBg6Bcw

◼ 見守りカメラ及び見守りサービス
http://www.city.kakogawa.lg.jp/soshikikarasagasu/kyodo/

shiminseikatsuanshinka/ICT/index.html

◼ データプラットフォーム及びオープンデータ
http://www.city.kakogawa.lg.jp/soshikikarasagasu/kikakubu/

jouhouseisakuka/opendata/opendata_kaishi.html

◼ 市公式アプリ「かこがわアプリ」
http://www.city.kakogawa.lg.jp/soshikikarasagasu/kikakubu/

jouhouseisakuka/ict/kakogawa_app.html

取組関連のＵＲＬ

iPhnoe Android



◼ 加古川市の取り組みについてYouTubeチャンネルにて配信中

SCI-Japanウェビナー



ぜひ、加古川市を応援してください！！


